
議会運営委員会 協議事項 令和５.６.23（金） 午前10時

１ 追加議案について

２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について

３ 議員の派遣について

４ 定例会最終日の運営について

（１）委員会審査結果について 

（２）討論の通告者について

鈴木 恵議員… 第71号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

に対する反対討論 

酒井豊実議員… 第71号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

        第 79号議案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 

        第 84号議案 浜松市都市公園条例の一部改正について 

の３件に対する反対討論 

（３）市長提出追加事件について

諮 第 ２ 号 浜松市人権擁護委員候補者推薦について 

（４）議会提出事件について

選挙第６号 浜名学園組合議会議員選挙について 

選 挙 第７ 号 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

発議案第６号 国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見

書 

発議案第７号 営農型太陽光発電の農地転用許可基準の法制化を求める意見書 

発議案第８号  多子世帯への保育料負担軽減策の年齢制限撤廃を求める意見書 

発議案第９号  特別支援学校・学級等の教員等の適切な増員に向けた支援を求め

る意見書 

発議案第10号  薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書 

発議案第11号  酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書 

常任委員会の閉会中継続調査について 

議会運営委員会の閉会中継続調査について 
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議員の派遣について 

太田康隆前議長に対する感謝状贈呈について 

倉田清一前副議長に対する感謝状贈呈について 

永年在職議員に対する表彰状贈呈について

（５）議事日程・議事の順序について

５ 人事案件について

（１）人権擁護委員候補者（６１人中７人）

前 任 者 任 期 後 任 者 任 期 

青 山 敏 郎 
令和２．10．１～ 

   令和５. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

関  美奈子 
令和２．10．１～ 

   令和５. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

澤 木 成 美 
令和２．10．１～ 

   令和５. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

梅 澤 美百合 
令和２．10．１～ 

   令和５. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

石 原 正 仁 
令和２．10．１～ 

   令和５. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

宮 澤 育 男 
令和４．10．１～ 

   令和７. ９．30

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

橋 本  孝 
令和４．４．１～ 

   令和７. ３．31

令和５.10. １ ～ 

   令和８.９.30 

６ ９月定例会の質問等について

（１）質問について

ア 質問者の数

代表質問 一般質問

自由民主党浜松 １人 ６人

市民クラブ １人  １人

公明党 １人 ―

創造浜松 １人  １人

日本共産党浜松市議団 ―  １人

４人  ９人 

イ 質問日別の人数

代表質問 一般質問

９月 28日（木） ４人 ―

９月 29日（金） ―  ５人

10月 ２日（月） ―  ４人

４人  ９人 
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ウ 質問通告期限 ……９月20日（水）正午

エ 質問順序  

代表質問 一般質問

１

日

目

１ 自由民主党浜松

２ 市民クラブ

３ 公明党

４ 創造浜松

２

日

目

１ 

２ 

３ 

４ 

５  

３

日

目

６  

７   

８  

９  

（２）９月定例会のスケジュールについて
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追加提案

人事案件 １件 

  ・人権擁護委員候補者推薦について 
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  令和５年６月２３日

浜松市議会議長 戸田 誠 様

浜松市議会議会運営委員会  

委員長  鳥井 德孝 

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す

るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事  件

(1) 議会の運営について

 (2) 議会の会議規則、委員会条例等について

(3) 議長の諮問に関することについて

２ 期  間

 調査終了まで

３ 理  由

 なお引き続き調査を要するため
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令 和 ５ 年 ６ 月 19 日   

浜松市議会議長 戸 田  誠 様 

浜松市議会総務委員会    

委員長  齋 藤 和 志 

委員会審査結果報告書 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月 19 日 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 71号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第１項 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第２目 民生費国庫補助金中 

      新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金 

     第３目 衛生費国庫補助金中 

      新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金 

     第５目 農林水産業費国庫補助金 

     第６目 商工費国庫補助金 

     第７目 土木費国庫補助金中 

      新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金 

     第９目 教育費国庫補助金 

   第23款 繰越金 

  歳出予算中 

原案可決 
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

   第２款 総務費中 

    第１項 総務管理費 

第３条（地方債の補正） 

第 76号議案 浜松市固定資産評価審査委員会条例の一部改正

について 

原案可決 

第 78号議案 浜松市行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律施行条例の一

部改正について 

同 

第 80号議案 浜松市税条例の一部改正について 同 

第 91号議案 小字の廃止について 同 

第 93号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第３号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第１項 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第23款 繰越金 

第２条（地方債の補正） 

同 
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令 和 ５ 年 ６ 月 19 日   

浜松市議会議長  戸 田  誠 様 

浜松市議会厚生保健委員会  

 委員長  鈴 木 真 人  

委員会審査結果報告書 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月 19 日 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 71 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第２目 民生費国庫補助金中 

      生活保護運営対策事業費等補助金

      社会保障・税番号制度システム整

備費補助金 

      新型コロナウイルス感染症セーフ

ティネット強化交付金 

  歳出予算中 

   第３款 民生費 

   第10款 教育費中 

    第５項 幼稚園費 

第２条（債務負担行為の補正）中 

 第１項中 

  三ヶ日総合福祉センター外１施設指定管理

運営費（三ヶ日総合福祉センター、三ヶ日

児童館） 

  障がい者相談支援業務委託費 

原案可決 
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

  医療的ケア児等支援業務委託費 

  発達医療総合福祉センター指定管理運営費

  浜松こども館外１施設指定管理運営費（浜

松こども館、青少年の家） 

  子育て情報センター指定管理運営費 

第 73 号議案 令和５年度浜松市病院事業会計補正予算（第１

号） 

原案可決 

第 82 号議案 浜松市介護保険条例等の一部改正について 同 

第 83 号議案 浜松市旅館業法施行条例及び浜松市公衆浴場法

施行条例の一部改正について 

同 
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令 和 ５ 年 ６ 月 19 日   

浜松市議会議長 戸 田  誠 様 

浜松市議会環境経済委員会  

 委員長  露 木 里江子  

委員会審査結果報告書 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月 19 日 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 71 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第３目 衛生費国庫補助金中 

      生物多様性保全推進交付金 

   第19款 県支出金 

   第25款 市債中 

    第１項 市債中 

     第４目 農林水産業債 

  歳出予算中 

   第４款 衛生費中 

    第３項 清掃費 

    第４項 環境費 

   第６款 農林水産業費 

   第７款 商工費 

第２条（債務負担行為の補正）中 

 第１項中 

  ごみ・資源物計量システム機器リース料 

原案可決 
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

  県営土地改良事業負担金 

  農村環境改善センター指定管理運営費 

 第２項中 

  浜松市東南部土地改良区が県営土地改良事

業に対して負担する地元負担金の助成（令

和５年度設定分） 

第 86号議案 浜松市住居等における物の堆積等による不良

な生活環境の発生の防止及び解消のための支

援その他の対策に関する条例の制定について 

原案可決  

第 93 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第３号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第 19 款 県支出金 

   第 25 款 市債中 

    第１項 市債中 

     第８目 災害復旧債中 

      農林水産施設災害復旧債 

  歳出予算中 

   第 11 款 災害復旧費中 

    第１項 災害復旧費中 

     第１目 林業施設災害復旧費 

     第２目 農地・農業用施設災害復旧

         費 

同 
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令 和 ５ 年 ６ 月 19 日   

浜松市議会議長 戸 田  誠 様 

浜松市議会建設消防委員会  

 委員長  平 野 岳 子  

委員会審査結果報告書 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月 19 日 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 71 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第７目 土木費国庫補助金 

     〔新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金〕を除く 

   第21款 寄附金 

   第25款 市債中 

    第１項 市債中 

     第５目 土木債 

  歳出予算中 

   第４款 衛生費中 

    第７項 公営企業会計支出金 

   第８款 土木費 

第２条（債務負担行為の補正）中 

 第１項中 

  県道天竜浜松線用地移転補償費 

  九領川護岸改修工事費 

原案可決 
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

  高塚川排水機場新設工事費 

  五反田川改良工事費 

  春野ふれあい公園指定管理運営費 

  美薗中央公園外２施設指定管理運営費（美

薗中央公園、中瀬南部緑地、中瀬南部緑地

会館） 

第 72 号議案 令和５年度浜松市駐車場事業特別会計補正予算

（第１号） 

原案可決 

第 74 号議案 令和５年度浜松市水道事業会計補正予算（第１

号） 

同 

第 75 号議案 令和５年度浜松市下水道事業会計補正予算（第

１号） 

同 

第 81 号議案 浜松市手数料条例の一部改正について 同 

第 84 号議案 浜松市都市公園条例の一部改正について 同 

第 85 号議案 浜松市火災予防条例の一部改正について 同 

第 93 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第３号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金 

   第25款 市債中 

    第１項 市債中 

     第８目 災害復旧債中 

      土木施設災害復旧債 

  歳出予算中 

   第11款 災害復旧費中 

    第１項 災害復旧費中 

     第３目 土木施設災害復旧費 

同 
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令 和 ５ 年 ６ 月 19 日   

浜松市議会議長 戸 田  誠 様 

浜松市議会市民文教委員会  

 委員長  関  イチロー  

委員会審査結果報告書 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月 19 日 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 71 号議案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第１目 総務費国庫補助金 

   第24款 諸収入 

  歳出予算中 

   第２款 総務費中 

    第10項 スポーツ振興費 

    第11項 生涯学習費 

    第13項 戸籍住民基本台帳費 

   第10款 教育費中 

    第１項 教育総務費 

    第６項 学校給食センター費 

    第７項 保健体育費 

第２条（債務負担行為の補正）中 

 第１項中 

  市民音楽ホール指定管理運営費 

  江之島ビーチコート整備・運営アドバイザ

リー業務委託費 

原案可決 
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

  遠州灘海浜公園江之島地区指定管理運営費 

  可美公園施設外４施設指定管理運営費（可

美公園施設、新橋体育センター、沖洗運動

場、瓜内スポーツ広場、大塚グラウンド） 

  浜北総合体育館外７施設指定管理運営費

（浜北総合体育館、浜北平口サッカー場、浜 

北温水プール、明神池運動公園、天竜川大

平運動公園、天竜川運動公園、御馬ヶ池緑

地、梔池緑地） 

  天竜体育館外３施設指定管理運営費（天竜

体育館、天竜武道館、天竜庭球場、船明ダ

ム運動公園） 

  雄踏総合体育館外２施設指定管理運営費

（雄踏総合体育館、馬郡運動広場、雄踏グラ 

ウンド） 

  四ツ池公園運動施設指定管理運営費 

  浜松アリーナ指定管理運営費 

  花川運動公園指定管理運営費 

  古橋廣之進記念浜松市総合水泳場指定管理

運営費 

  北部水泳場指定管理運営費 

  天竜ボート場外３施設指定管理運営費（天

竜ボート場、天竜自然体験センター湖畔の

家、天竜林業体育館、天竜相津マリーナ） 

  浜松市武道館指定管理運営費 

  浜北武道館外３施設指定管理運営費（浜北

武道館、サンライフ浜北、高薗ゲートボー

ル場、浜北体育館） 

  浜松球場夜間照明塔塗装及び照明ＬＥＤ化

事業費 

  文化コミュニティセンター外２施設指定管

理運営費（文化コミュニティセンター、中

部協働センター、文芸館） 

  浜北文化センター外２施設指定管理運営費

（浜北文化センター、なゆた・浜北、市民ミ 

ュージアム浜北） 

  万葉の森公園指定管理運営費 

  みをつくし文化センター外２施設指定管理

運営費（みをつくし文化センター、細江農

業就業改善センター、引佐多目的研修セン

ター） 

  細江図書館外２施設指定管理運営費（細江

図書館、引佐図書館、三ヶ日図書館） 

第 77 号議案 浜松市印鑑条例の一部改正について 原案可決  

第 79 号議案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 同  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 87 号議案 磐田市と浜松市との間の証明書等の交付等の事

務委託の廃止について 

原案可決  

第 88 号議案 袋井市と浜松市との間の証明書等の交付等の事

務委託の廃止について 

同  

第 89 号議案 湖西市と浜松市との間の証明書等の交付等の事

務委託の廃止について 

同  

第 90 号議案 森町と浜松市との間の証明書等の交付等の事務

委託の廃止について 

同  

第 92 号議案 工事請負契約締結について（浜松市立西部中学

校校舎改築工事（解体工事）） 

同  
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選 挙 第 ６ 号

令和５年６月 26 日

浜名学園組合議会議員選挙について

 浜名学園組合規約第６条第１項の規定に基づき、浜名学園組合議会議員４名の選挙を求

める。

浜松市議会議長  戸 田  誠
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選 挙 第 ７ 号

令和５年６月 26 日

静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について

 静岡県後期高齢者医療広域連合規約第９条第３項の規定に基づき、静岡県後期高齢者医

療広域連合議会議員の選挙を求める。

浜松市議会議長  戸 田  誠
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発 議 案 第 ６ 号 

令和５年６月26日 

国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 国内民間建立慰霊碑移設等事業実施要綱及び事業費補助金交付要綱を早急に

見直すとともに、本事業の実施主体である都道府県または市町村との連携強化

を図り、慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求めるため、本意見書を提出

する。 
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国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見書 

国は、平成28年度から、建立者等が不明で、適切な維持管理が行われず、倒

壊等の危険がある慰霊碑について、適切な対応を図るため、都道府県及び市町

村が行う管理状況不良の慰霊碑の移設または埋設への取組を補助する国内民間

建立慰霊碑移設等事業を始めた。さらに、令和元年度には、高齢のために建立

者等が自ら維持管理を行うことが困難と認められる場合にも建立者等が不明に

準じる状態とし、補助対象の範囲を拡大した。 

こうした制度を活用した移設や撤去等が行われているが、平成31年４月時点

の国内民間建立慰霊碑は１万6235基で、そのうち、管理状況が不良、やや不良

は合わせて780基、不明は1495基ある。本市においても、慰霊碑は194基存在し、

建立時期は明治、大正、昭和、平成、不明などの中、地震等の災害による倒壊、

破損の危険性がある。さらに、高齢化する遺族としても、慰霊の場は守りたい

が、慰霊碑の次世代への継承、存続・撤廃への葛藤など、今後の課題への問い

に、明確な答えを見出せない中で、関係者による維持管理は限界に近づいてい

る。 

よって、国においては、国内民間建立慰霊碑移設等事業実施要綱及び事業費

補助金交付要綱を早急に見直すとともに、本事業の実施主体である都道府県ま

たは市町村との連携強化を図り、慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を推進

するよう強く要望する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

厚生労働大臣 様 
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発 議 案 第 ７ 号 

令和５年６月26日 

営農型太陽光発電の農地転用許可基準の法制化を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 市町村が作成する農地利用の見通しを明確化する「地域計画」に支障を生じ

させないよう、適切な営農確保と悪質な事業者の参入を防ぐ等の農地転用許可

基準の法制化を求めるため、本意見書を提出する。 
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営農型太陽光発電の農地転用許可基準の法制化を求める意見書 

東日本大震災を起因とする原子力発電施設の一部稼働停止、さらには地政学

的緊張による電力価格の上昇や脱炭素の流れの加速により、電力需給が逼迫し

ている。 

このような状況の中、営農型太陽光発電が注目を集め、多くの事業者が参入

している。営農型太陽光発電は、10アール当たりの収穫量が地域平均の８割を

確保することを条件として、農地に支柱を立て、上部空間に太陽光パネルを設

置して発電し、農業と発電を両立させるものとなっている。当初は農業者の収

入拡大を大いに期待されていたが、現在は農地所有者、太陽光発電事業者、下

部農地耕作者に分かれ、農地が適切に耕作されていないケースが多く発生して

いる。 

営農型太陽光発電設備の設置については、農地転用許可が必要となっている

ものの、この許可制度の取扱いは平成25年３月の農林水産省から各自治体への

通知にとどまり、改善指導や是正指導についての明確な農地転用許可基準が示

されておらず、通知による運用は限界に達している状況である。 

よって、国においては、市町村が作成する農地利用の見通しを明確化する「地

域計画」に支障を生じさせないために、適切な営農確保と悪質な事業者の参入

を防ぐ等の農地転用許可基準を法制するよう強く要望する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

農林水産大臣 様 
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発 議 案 第 ８ 号 

令和５年６月26日 

多子世帯への保育料負担軽減策の年齢制限撤廃を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 現在多子世帯への保育料負担軽減策に設けられている第１子に対する年齢制

限を撤廃し、安心して第２子以降も産み育てることができる環境づくりの推進

を求めるため、本意見書を提出する。 
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多子世帯への保育料負担軽減策の年齢制限撤廃を求める意見書 

厚生労働省によると、2022年の出生数は、前年より４万3169人少ない79万9728

人となり、統計開始以来、初めて80万人を割り込んだ。少子高齢化による人口

減少対策が我が国において最重要課題の一つとなっており、その解決を図るべ

く、幼児教育・保育の無償化などが開始されたが、出生数の減少に歯止めがか

かっていない。 

国の子育て支援策の多くには、子どもに対する年齢制限や親の所得に関する

制限が設けられ、支援の対象から外れてしまう子どもが多くいる現状がある。 

そのため、自治体の一部には独自に支援の拡充を行っているケースもあるが、

かえって自治体間で子育てへの負担感に格差を生じさせてしまっている。 

本来、子育て支援策に自治体間格差があるべきではなく、国の基準に基づく

一律適用が望ましく、その原因となる様々な制限は撤廃されるべきと考える。 

特に、保育施設の保育料について現在は、多子世帯に対する第２子半額・第

３子無償の負担軽減策は設けられているものの、世帯年収360万円未満相当の場

合を除き、小学校就学以降の児童は児童数に算入しないことになっているため、

きょうだいの年齢構成によっては保育料軽減や保育所等の副食費免除が適用さ

れず、負担を感じる世帯が多い実態がある。 

よって、国においては、現在多子世帯への保育料負担軽減策に設けられてい

る第１子に対する年齢制限を撤廃し、安心して第２子以降も産み育てることが

できる環境づくりの推進を強く要望する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

内閣府特命担当大臣（少子化対策） 様 

こども政策担当大臣        様 

財務大臣   様  厚生労働大臣 様 
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発 議 案 第 ９ 号 

令和５年６月26日 

特別支援学校・学級等の教員等の適切な増員に向けた支援を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子供の増加や、様々な障害のある

児童・生徒に的確に対応した教育の実現を目指し、特別支援学校・学級等への

教員等の適切な増員に向けて財政措置を含めた特段の措置を求めるため、本意

見書を提出する。 
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特別支援学校・学級等の教員等の適切な増員に向けた支援を求める意見書 

文部科学省の「学校基本調査」によると、特別支援教育を受ける児童・生徒

は年々増加しており、この10年間で特別支援学校は学校数が約11％増加、児童・

生徒数は約14.3％増加、特別支援学級は1.6倍に増え、児童・生徒数は2.1倍に

増加している。また、通級による指導を受けている児童・生徒数は約2.6倍に増

え、教育現場では新たな特別支援教育体制の整備が必要になっている。 

このような状況に適切に対処するためには、特別支援学校・学級等への専門

的な知識や経験を持った教員等の増員が必要不可欠である。また、今日の共生

社会の形成に向けて、「障害者の権利に関する条約」に基づき、子供たちの多様

性を尊重するインクルーシブ教育システムの構築が求められており、そのため

にも我が国の特別支援教育のさらなる拡充が必要である。 

よって、国においては、医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子供の増

加や、様々な障害のある児童・生徒に的確に対応した教育を実現するため、特

別支援学校・学級等への教員等の適切な増員に向けて、下記の事項について財

政措置を含めた特段の措置を講じるよう強く要望する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

記 

１ 保護者や関係機関に対する学校の窓口であり、また学校内の関係者や福

祉・医療等の関係機関との連絡調整の役割を担い、子供たちのニーズに合わ

せた支援をサポートする特別支援教育コーディネーターの適切な増員と専任

化を行うこと。

２ 医療的ケアが必要な子供や、障害のある子供への支援を的確に実施するた

め、看護師、ＳＴ（言語聴覚士）、ＯＴ（作業療法士）、ＰＴ（理学療法士）

等の専門家を必要に応じて適切に増員できるよう支援すること。

３ 特別支援学校における教育の質の向上の観点から、大学等における特別支

援教育に関する科目の修得促進等、教職員に対する特別支援学校教諭免許状

の取得支援強化を行うこと。

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

財務大臣   様  文部科学大臣 様 
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発 議 案 第 1 0 号 

令和５年６月26日 

薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 地域社会の危機管理と安全保障の観点から、薬剤耐性対策を国家戦略として、

感染予防・管理、研究開発・創薬、国際協力等を着実に推進するなど、薬剤耐

性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求めるため、本意見書を提出する。 
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薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書 

抗生物質などの現行の抗菌薬が効かなくなる薬剤耐性（ＡＭＲ）を持つ細菌

の発生により、医療機関において患者への適切な治療や手術時の感染予防など

が困難となるサイレント・パンデミック（薬剤耐性菌感染症）が世界的に発生

している。 

この薬剤耐性菌の影響について、英政府支援の下で進められた「ＡＭＲに関 

する影響評価」では、2050年には年間1000万人以上の死亡者数が予測されて

おり、できる限り早い段階で、薬剤耐性菌による感染症の蔓延を防止する体制

を整えることが必要である。 

しかしながら、最も重要な新規抗菌薬については開発難易度が非常に高く、

多額の費用を要するだけでなく、将来的な感染動向の予測もできない上、抗菌

薬の特性から投与期間が短いことなど開発投資の回収を見通せないことから、

それらの開発から撤退する企業が相次いでいる。 

このような背景の下、ＡＭＲに効果がある新規抗菌薬開発を支援する動きが

各国で活発になっており、Ｇ７首脳会議の保健財務大臣会合において市場イン

センティブが具体的に検討されており、我が国においても抗菌薬確保支援事業

による検討を開始した。 

よって、国においては、地域社会の危機管理と安全保障の観点から、薬剤耐

性対策を国家戦略として、感染予防・管理、研究開発・創薬、国際協力等を着

実に推進するなど、薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制を強化するよう

強く要望する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

総務大臣   様  財務大臣   様 

厚生労働大臣 様 

28



発 議 案 第 1 1 号 

令和５年６月26日 

酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書について 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のと

おり提出する。 

発議者 浜松市議会議員 森 田 賢 児 

同    小 泉   翠 

同    露 木 里江子 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    稲 葉 大 輔 

同    加 茂 俊 武 

同    鳥 井 德 孝 

提案理由 

 国民生活に不可欠な生乳の安定生産に向け、酪農家が安心して経営を存続で

きるよう、引き続き取組に対する支援等を求めるため、本意見書を提出する。 
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酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書 

安全で健やかな国民の食生活に不可欠な牛乳・乳製品の原料となる生乳は、

酪農家による朝夕の搾乳や給餌作業など年中無休の環境の中で生産されている。

また、生乳は、人が利用できない草資源から生み出されるものであり、自給飼

料の生産や農作物生産における堆肥の利活用を通じ、国土保全や循環型農業の

実現に大きく寄与している。 

一方、新型コロナウイルス感染症の蔓延により生乳受給のバランスが大きく

崩れたこと、また、ロシアのウクライナ侵攻に伴うエネルギー、穀物の価格高

騰や円安の進展等により、配合飼料等あらゆる生産資材が高騰した結果、酪農

経営は、危機的な状況に追い込まれている。 

さらに、10年ほど前に起きたバター不足への対応として、「畜産クラスター事

業」など増産に向けての施策が手厚く施され、今般、ようやくその成果が現れ

てきたにもかかわらず、現在の供給過多の状況等を理由に、国の酪農経営改善

緊急支援事業では施策の方向性が減産に転じられており、酪農農家には戸惑い

が広がっている。このことは、乳牛に限らず、農家戸数及び飼養頭数が静岡県

下で上位を占める本市の畜産においても、大きな影響を与えている。 

よって、国においては、国民生活に不可欠な生乳の安定生産に向け、酪農家

が安心して経営を存続できるよう、下記の事項について引き続き措置するよう

強く要望する。 

記 

１ 牛乳・乳製品の消費拡大と消費者の理解醸成に向けた取組及び国内生産の

牛乳・乳製品の輸出拡大に向けた取組に対し支援すること。 

２ 配合飼料価格安定制度の適切な運用及び機能強化を図ること。 

３ 耕畜連携や飼料生産に係る取組及び水田を含めた飼料基盤における自給飼

料生産の維持・増産の取組に対し支援すること。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和５年６月26日 

浜松市議会議長 戸 田  誠 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

財務大臣   様  農林水産大臣 様 
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令和５年６月１９日  

浜松市議会議長 戸 田  誠 様

浜松市議会総務委員会   
委員長  齋 藤 和 志 

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す
るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事 件
危機管理課、企画調整部、デジタル・スマートシティ推進部、総務部、

財務部、会計課、選挙管理委員会、人事委員会及び監査委員の所管に属
する事項並びに他の常任委員会の所管に属さない事項 

２ 期 間
調査終了まで

３ 理 由
なお引き続き調査を要するため
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令和５年６月１９日  

浜松市議会議長 戸 田   誠 様

浜松市議会厚生保健委員会  

                     委員長  鈴 木 真 人  

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す

るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事  件

 健康福祉部及びこども家庭部の所管に属する事項 

２ 期  間

 調査終了まで

３ 理  由

 なお引き続き調査を要するため
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  令和５年６月１９日  

浜松市議会議長 戸 田   誠 様

浜松市議会環境経済委員会  

                     委員長  露 木 里江子  

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す

るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事  件

 環境部、産業部及び農業委員会の所管に属する事項 

２ 期  間

 調査終了まで

３ 理  由

 なお引き続き調査を要するため
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令和５年６月１９日  

浜松市議会議長 戸 田   誠 様

浜松市議会建設消防委員会  

                     委員長  平 野 岳 子  

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す

るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事  件

 都市整備部、土木部及び上下水道部の所管に属する事項並びに消防に関する

事項 

２ 期  間

 調査終了まで

３ 理  由

 なお引き続き調査を要するため
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令和５年６月１９日  

浜松市議会議長 戸 田   誠 様

浜松市議会市民文教委員会  

                     委員長  関  イチロー  

閉会中の継続調査申出書

 本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要す

るものと決定したので、会議規則第１０１条の規定により申し出ます。

記

１ 事  件

 市民部、区役所及び教育委員会の所管に属する事項 

２ 期  間

 調査終了まで

３ 理  由

 なお引き続き調査を要するため
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令和５年６月２６日 

議 員 派 遣 一 覧 表 

 地方自治法第 100条第 13項及び会議規則第 153条の規定により、下記のとおり議員を派遣する。 

記 

１ 静岡県市町議会議員研修会 

目  的 場  所 期  間 派 遣 議 員 

静岡県市議会議長会並びに静

岡県町村議会議長会の共催に

より行われる研修会に参加

し、人を活かす地域づくりに

関する講演を聴講することに

より、議員の資質向上及び見

聞を広める。 

静岡県コンベンション

アーツセンター 

「グランシップ」 

（静岡市）

令和５年８月１７日 馬塚 彩矢香 

鈴木    恵 

鈴木 裕之 

藤田 典良 

辻村 公子 

酒井 豊実 

小黒 啓子 

森 田  賢 児 

山崎 とし子

大城 七瀬 

花井 洋介 

石津 陽子 

中野 和幸 

小 泉  翠 

神間 郁子 

小野田 康弘

露木 里江子

久米 丈二 

井田 博康 

北 島  定 

遠山 将吾 

太田 利実保

丸  英 之 

幸田 惠里子

岩田 邦泰 

鈴木 真人 

齋藤 和志 

稲葉 大輔 

平野 岳子 

松本 康夫 

加茂 俊武 

倉田 清一 

須藤 京子 

湖東 秀隆 

関 イチロー

松下 正行 

黒 田  豊 

北野谷 富子

髙 林  修 

鳥井 德孝 

花井 和夫 

渥 美  誠 

太田 康隆 

栁川 樹一郎 
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議 事 日 程 （第１１号） 

令和５年６月２６日（月）午前１０時開議 

第 １ 会議録署名議員指名 

第 ２ 第 7 1 号 議 案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第 ３ 第 7 2 号 議 案 令和５年度浜松市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ４ 第 7 3 号 議 案 令和５年度浜松市病院事業会計補正予算（第１号） 

第 ５ 第 7 4 号 議 案 令和５年度浜松市水道事業会計補正予算（第１号） 

第 ６ 第 7 5 号 議 案 令和５年度浜松市下水道事業会計補正予算（第１号） 

第 ７ 第 7 6 号 議 案 浜松市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 

第 ８ 第 7 7 号 議 案 浜松市印鑑条例の一部改正について 

第 ９ 第 7 8 号 議 案 浜松市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律施行条例の一部改正について 

第１０ 第 7 9 号 議 案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 

第１１ 第 8 0 号 議 案 浜松市税条例の一部改正について 

第１２ 第 8 1 号 議 案 浜松市手数料条例の一部改正について 

第１３ 第 8 2 号 議 案 浜松市介護保険条例等の一部改正について 

第１４ 第 8 3 号 議 案 浜松市旅館業法施行条例及び浜松市公衆浴場法施行条例の一部改正
について 

第１５ 第 8 4 号 議 案 浜松市都市公園条例の一部改正について 

第１６ 第 8 5 号 議 案 浜松市火災予防条例の一部改正について 

第１７ 第 8 6 号 議 案 浜松市住居等における物の堆積等による不良な生活環境の発生の防
止及び解消のための支援その他の対策に関する条例の制定について 

第１８ 第 8 7 号 議 案 磐田市と浜松市との間の証明書等の交付等の事務委託の廃止につい
て 

第１９ 第 8 8 号 議 案 袋井市と浜松市との間の証明書等の交付等の事務委託の廃止につい
て 

第２０ 第 8 9 号 議 案 湖西市と浜松市との間の証明書等の交付等の事務委託の廃止につい
て 

第２１ 第 9 0 号 議 案 森町と浜松市との間の証明書等の交付等の事務委託の廃止について 

第２２ 第 9 1 号 議 案 小字の廃止について 

第２３ 第 9 2 号 議 案 工事請負契約締結について（浜松市立西部中学校校舎改築工事（解体
工事）） 

第２４ 第 9 3 号 議 案 令和５年度浜松市一般会計補正予算（第３号） 

第２５ 諮 第 ２ 号 人権擁護委員候補者推薦について 
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第２６ 選 挙 第 ６ 号 浜名学園組合議会議員選挙について 

第２７ 選 挙 第 ７ 号 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

第２８ 発 議 案 第 ６ 号 国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見書
について 

第２９ 発 議 案 第 ７ 号 営農型太陽光発電の農地転用許可基準の法制化を求める意見書につ
いて 

第３０ 発 議 案 第 ８ 号 多子世帯への保育料負担軽減策の年齢制限撤廃を求める意見書につ
いて 

第３１ 発 議 案 第 ９ 号 特別支援学校・学級等の教員等の適切な増員に向けた支援を求める意
見書について 

第３２ 発 議 案 第 10 号 薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書に
ついて 

第３３ 発 議 案 第 11 号 酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書について 

第３４ 常任委員会の閉会中継続調査について 

第３５ 議会運営委員会の閉会中継続調査について 

第３６ 議員の派遣について 

第３７ 太田康隆前議長に対する感謝状贈呈について 

第３８ 倉田清一前副議長に対する感謝状贈呈について 

第３９ 永年在職議員に対する表彰状贈呈について 
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議 事 の 順 序 （第６日） 

令和５年６月２６日（月）午前１０時開議 

１ 開 議 の 宣 告 

２ 表 彰 状 伝 達 

３ 会議録署名議員指名 

              自 日程第 ２ 第 71 号議案 

４ 議 題 の 宣 告……                 23件 

              至 日程第２４ 第 93 号議案 

 （１）総 務 委 員 長 

 （２）厚生保健委員長 

（１）委 員 長 報 告…… （３）環境経済委員長 

 （４）建設消防委員長 

 （５）市民文教委員長 

（２）委員長報告に対する質疑 

（３）討 論 

（４）採 決……別紙のとおり 

５ 諮 第 ２ 号 上 程……日程第２５（人権擁護委員候補者推薦） 

（１）説 明 

（２）質 疑 

（３）委員会付託省略 

（討 論） 

（４）採 決 

６ 選挙第６号上程……日程第２６（浜名学園組合議会議員選挙） 

（議長の指名推選） 

７ 選挙第７号上程……日程第２７（静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙） 

（投 票） 

８ 発議案第６号から発議案第11号まで上程 

 自 日程第２８（国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見書） 

 至 日程第３３（酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書） 

（１）議事手続省略 

（２）採 決……簡易採決 

日程第３４（常任委員会） 

９ 閉会中の継続調査上程…… 

日程第３５（議会運営委員会） 

（１）採     決……簡易採決 
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10 議員の派遣について上程……日程第３６ 

（１）採     決……簡易採決 

               日程第３７（太田康隆前議長に対する感謝状贈呈） 
11 感 謝 状 贈 呈…… 
               日程第３８（倉田清一前副議長に対する感謝状贈呈） 

12 表 彰 状 贈 呈…… 日程第３９（永年在職議員に対する表彰状贈呈） 

13 閉 会 の 宣 告 
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採 決 の 順 序

令和５年６月２６日（月）午前１０時開議 

 日程第２ 第71号議案から日程第２４ 第93号議案に至る23件の採決について 

（１） 日程第 ２ 第 71 号議案 １件……起立採決

 自 日程第 ３ 第 72 号議案 

（２）  ７件……簡易採決 

 至 日程第 ９ 第 78 号議案 

（３） 日程第１０ 第 79 号議案 １件……起立採決 

 自 日程第１１ 第 80 号議案 

（４）  ４件……簡易採決 

 至 日程第１４ 第 83 号議案 

（５） 日程第１５ 第 84 号議案 １件……起立採決 

 自 日程第１６ 第 85 号議案 

（６）  ９件……簡易採決 

 至 日程第２４ 第 93 号議案 
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 日 程 表 （ 案 ） 

令和５年９月定例会

8月29日 火
※意見書・請願提出期限
　…午後５時

30日 水

総 務 委 員 会

厚 生 保 健 委 員 会

環 境 経 済 委 員 会

建 設 消 防 委 員 会

市 民 文 教 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 第３回定例会の運営について
2 その他

全 員 協 議 会 午 後 1 時 30 分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

2日 (土)

3日 (日)

4日 月

5日 火

6日 水

7日 木

8日 金 本 会 議 午 前 10 時 議 場

1 諸般の報告
2 議案及び企業会計決算上程、説明、休憩
　(議案・企業会計決算説明会)、企業会計決算
　意見の発表、質疑、委員会付託
3 その他

9日 (土)

10日 (日)

総 務 委 員 会

厚 生 保 健 委 員 会

環 境 経 済 委 員 会

建 設 消 防 委 員 会

市 民 文 教 委 員 会

12日 火

※討論通告期限(一般
　・特別会計決算
　以外)…正午
〇議案配付（一般・
　特別会計決算）

13日 水

14日 木

15日 金 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 本会議２日目の運営について
2 その他

16日 (土)

17日 (日)

18日 (月) 〔敬老の日〕

全 員 協 議 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場

1 委員長報告、質疑、（討論）、採決
2 一般・特別会計決算上程、説明、質疑
3 決算審査特別委員会の設置について
4 決算審査特別委員会委員・正副委員長選任
5 委員会付託
6 その他

決算審査特別委員会
（ 全 体 会 ）

午 後 1 時 30 分 全 員 協 議 会 室

1 健全化判断比率及び資金不足比率並びに内部統制
　評価報告書の報告、一般・特別会計決算の説明、
　監査意見発表
2 分科会の設置及び運営について
3 その他

20日 水 ※質問通告期限…正午

21日 木

22日 金

23日 (土) 〔秋分の日〕

24日 (日)

25日 月

26日 火

31日 木 午 前 10 時

第 １ 委 員 会 室

第 ２ 委 員 会 室

第 ３ 委 員 会 室

第 ４ 委 員 会 室

第 ５ 委 員 会 室

各種報告事項等

○招集告示
○議案配付(一般・特別
　会計決算以外）9月1日 金

19日 火

午 前 9 時 30 分

第 １ 委 員 会 室

第 ２ 委 員 会 室

第 ３ 委 員 会 室

第 ４ 委 員 会 室

第 ５ 委 員 会 室

付託議案審査（一般・特別会計決算以外）11日 月

曜
日

月　日 会　議　名 開議時刻 備　　　考会議場所 会　議　の　内　容

自 　９月　８日（金）

至 １０月２４日（火）

の４７日間会期
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曜
日

月　日 会　議　名 開議時刻 備　　　考会議場所 会　議　の　内　容

27日 水 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 本会議３日目から５日目までの運営について
2 意見書等の調整について
3 その他

全 員 協 議 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場 代表質問

29日 金 本 会 議 午 前 10 時 議 場 一般質問

30日 (土)

10月1日 (日)

2日 月 本 会 議 午 前 10 時 議 場 一般質問

3日 火 決 算 第 ２ 分 科 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

4日 水 決 算 第 １ 分 科 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

5日 木 決 算 第 ２ 分 科 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

6日 金 決 算 第 １ 分 科 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

7日 (土)

8日 (日)

9日 (月) 〔スポーツの日〕

10日 火
決算審査特別委員会
（ 第 ２ 分 科 会 指 摘
事 項 等 検 討 会 議 ）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整 （当局出席不要）

11日 水
決算審査特別委員会
（ 第 １ 分 科 会 指 摘
事 項 等 検 討 会 議 ）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整 （当局出席不要）

12日 木 決算審査特別委員会
（指摘事項等決定会議）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整
（当局出席不要）
※締めくくり質疑
　通告期限…午後３時

13日 金

14日 (土)

15日 (日)

16日 月

17日 火

18日 水
決算審査特別委員会
（ 全 体 会 ）

午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室
1 分科会報告、締めくくり質疑、意見表明、採決
2 指摘事項・附帯意見の調整（当局出席不要）
3 その他

19日 木 ※討論通告期限…正午

20日 金

21日 (土)

22日 (日)

23日 月 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 定例会最終日の運営について
2 その他

全 員 協 議 会 午 前 9 時 30 分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場
1 決算審査特別委員長報告、質疑、（討論）、採決
2 その他

28日 木

24日 火
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